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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第２四半期連結
累計期間

第17期
第２四半期連結
累計期間

第16期
第２四半期連結
会計期間

第17期
第２四半期連結
会計期間

第16期

会計期間

自　平成21年
９月１日

至　平成22年
２月28日

自　平成22年
９月１日

至　平成23年
２月28日

自　平成21年
12月１日

至　平成22年
２月28日

自　平成22年
12月１日

至　平成23年
２月28日

自　平成21年
９月１日

至　平成22年
８月31日

売上高（千円） 17,073,42018,408,3248,683,9309,594,26134,634,784

経常利益（千円） 811,879 950,989 472,392 509,5181,542,635

四半期（当期）純利益（千円） 397,717 471,937 227,389 270,310 726,873

純資産額（千円） － － 3,583,7964,230,3633,916,924

総資産額（千円） － － 12,821,99012,836,10311,962,809

１株当たり純資産額（円） － － 576.37 680.85 629.43

１株当たり四半期（当期）純利益

金額(円）
64.15 75.93 36.68 43.37 117.25

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
62.89 74.72 35.93 42.80 114.81

自己資本比率（％） － － 27.9 32.9 32.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
1,526,776642,483 － － 1,471,023

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△233,275△416,648 － － △418,848

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
181,838 302,203 － － △348,380

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,809,8012,565,0372,037,909

従業員数（人） － － 225 307 254

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．平成22年１月１日付で、株式１株につき200株の株式分割を行っております。
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２【事業の内容】

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社の異動については、「３　関係会社の状況」に記載しております。

 

３【関係会社の状況】

　当第２四半期連結会計期間において、以下の会社が新たに提出会社の関係会社になりました。

名称 住所 資本金　
主要な事業の

内容　

　議決権の所有割合

　又は被所有割合

（％）

関係内容　

（連結子会社）

　株式会社あまの
大阪市中央区 10,000千円　　　

100円ショップ

の運営及びそ

の付随業務

100.0　

商品を輸入し、当社に販

売しております。

役員の兼任をしておりま

す。　

（注）主要な事業の内容欄には、セグメント情報の名称を記載しております。　

　

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成23年２月28日現在

従業員数（人） 307(1,953)

　（注）従業員数は就業人員であり、（　）内は外書で臨時従業員（１日８時間換算による平均雇用人数で算出）を記載し

ております。

(2）提出会社の状況

 平成23年２月28日現在

従業員数（人） 60(66)    

（注）従業員数は就業人員であり、（　）内は外書で臨時従業員（１日８時間換算による平均雇用人数で算出）を記載

しております。　
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第２【事業の状況】

１【仕入及び販売の状況】

　当社グループは、単一セグメントであるため、事業部門別及び地方別により記載しております。　

当第２四半期連結会計期間の生産、販売の実績は次のとおりであります。

(1）商品仕入実績

　当第２四半期連結会計期間における事業部門別の商品仕入実績は、以下のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間

（自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）
前年同四半期比（％）

100円ショップ事業（千円） 5,775,903 105.0

合計 5,775,903 105.0

　（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2）販売実績

①　当第２四半期連結会計期間における事業部門別の販売実績は、以下のとおりであります。

区分
当第２四半期連結会計期間

（自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）
前年同四半期比（％）

100円ショップ事業

（千円）

直営 7,586,179 111.3

卸他 2,008,082 107.7

合計 9,594,261 110.5

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２. 主な相手先の販売実績で、当該販売実績の総販売実績に対する割合が100分の10以上の得意先はあ

りません。

　

②　当第２四半期連結会計期間における地域別・事業部門別の売上高は、以下のとおりであります。

地方別 金額（千円）

前年同四半

期比（％）

　

店舗数

期末店舗数 新規出店数 閉鎖店舗数

東北地方 192,521115.6 25 1 0

関東地方 2,673,342107.2 187 4 4

中部地方 1,101,522126.7 103 2 2

近畿地方 1,942,808114.1 158 1 0

中四国地方 891,895109.5 101 2 1

九州地方 784,088101.6 79 1 1

100円ショップ事業　直営店舗合計 7,586,179111.3 653 11 8

100円ショップ事業　卸他 2,008,082107.7 170 2 12

100円ショップ事業　合計 9,594,261110.5 823 13 20

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．地方別の区分は、次のとおりであります。　

東北地方　　青森県、岩手県、宮城県、山形県、福島県

関東地方　　群馬県、栃木県、茨城県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県　

中部地方　　長野県、新潟県、富山県、石川県、福井県、岐阜県、静岡県、愛知県、三重県　

近畿地方　　滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良県、和歌山県

中四国地方　鳥取県、島根県、岡山県、広島県、山口県、徳島県、香川県、愛媛県、高知県

九州地方　　福岡県、佐賀県、長崎県、熊本県、大分県、宮崎県、鹿児島県　

　

２【事業等のリスク】

　当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等、投資者の

判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生及び前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクに

ついて重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期連結会計期間において、株式会社あまのの株式を取得し、完全子会社化いたしました。

　なお、詳細については「第５ 経理の状況 １ 四半期連結財務諸表 注記事項 （企業結合等関係）」に記載のとおり

であります。

　 

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判断した

ものであります。

 

（1）業績の状況

　当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、外需主導により景気の足踏み状態からの脱却が確認されはじ

めましたが、中東・北アフリカの政治情勢の緊迫化が原油価格の高騰を招き、景気先行きの下振れリスク要因と

なっています。また、国内の消費動向は、エコポイント制度等の特典の縮小による小売販売額の減少が見られました

が、当第２四半期連結会計期間の後半にかけ雇用情勢の持ち直しを受け、穏やかながら回復の兆しが見られるよう

になりました。

　このような環境下で当社は、お買い得感のある商品群を展開するという商品政策と、ローコスト出退店及びローコ

スト・オペレーションという店舗政策を継続して実施しています。

　当第２四半期連結会計期間における100円ショップ店舗の出店数は、直営店舗が11店舗、FC店舗他が２店舗、閉鎖店

舗数は直営店舗が８店舗、FC店舗他が12店舗で、当第２四半期連結会計期間末のグループ店舗数は、100円ショップ

以外の店舗を含め823店舗となりました。

　以上の結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は95億94百万円（前年同四半期比10.5%増）、営業利益は５億27

百万円（同27.0%増）、経常利益は５億９百万円（同7.9%増）、四半期純利益は２億70百万円（同18.9%増）となり

ました。

 

（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前四半期連結会計

期間末に比べ３億61百万円増加し25億65百万円となりました。

　

　当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの増減要因は以下のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果、獲得した資金は７億58百万円（前年同四半期は13億95百万円の獲得）となりました。収入の主な

内訳は、税金等調整前四半期純利益５億21百万円、売上債権の減少額２億83百万円、たな卸資産の減少額１億45百万

円であります。支出の主な内訳は、仕入債務の減少額１億95百万円であります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果、使用した資金は３億10百万円（前年同四半期は88百万円の使用）となりました。この内訳は、連

結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得による支出３億81百万円、有形固定資産の取得による支出66百万円、新規

出店のための敷金及び保証金の差入による支出54百万円、店舗閉鎖による敷金及び保証金の回収による収入１億67

百万円、投資有価証券の売却による収入11百万円、有形固定資産の売却による収入10百万円等によるものでありま

す。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果、使用した資金は86百万円（前年同四半期１億85百万円の使用）となりました。この内訳は、短期

借入金の純減少額１億50百万円、長期借入金の返済による支出３億95百万円、社債の償還による支出１億円、長期借

入れによる収入６億円等によるものであります。
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（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

（4）研究開発活動

　該当事項はありません。

　

（5）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

　平成23年３月11日に発生しました東北地方太平洋沖地震は、当社の経営成績に重要な影響を与える可能性があり

ます。現在までのところ、当社グループへの人的・物的被害は事業遂行に支障をきたす状況ではありませんが、この

震災は、回復の兆しが見え始めた個人消費の腰折れ要因というだけでなく、計画停電の影響や原子力発電所事故の

収拾の行方など、未体験の規模のかく乱要因を発生させました。このような異常事態の中では、現段階で売上動向等

の合理的な算定が困難であります。

　経営戦略につきましては、実生活雑貨中心の商品提供、それを継続して売る仕組みづくりへの注力という戦略に変

更はありません。　

　

（6）経営者の問題認識と今後の方針について

　当社は単なるディスカウンターではなく、実生活雑貨の分野において、100円以上の価値のある商品アイテム数を

増やし、提供し続けることで、お客様にとって日常生活に欠かせない店舗になることを目指しています。そのため

に、「いい商品を安く売る仕組み」作りに努力を積み重ね、経営資源の投資を行ってまいります。その原資には、

ローコスト・オペレーション等で確保した収益の一部を充当いたします。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

①当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重

要な変更はありません。

 

②重要な設備計画の完了

　前四半期連結会計期間末において計画していた設備計画のうち、当第２四半期連結会計期間に完了した主なもの

は、次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメントの名称　 設備の内容
建物面積
（㎡）

投資額
（千円）

完了年月

㈱ワッツオースリー

販売

meets.鹿嶋サン

ポート店（茨城

県鹿嶋市）他５

店舗

100円ショップの

運営及びその付随

業務

店舗新設 1,343.121,211
平成22年12月～

平成23年２月　

　（注）投資額には差入保証金・敷金を含んでおり、消費税等は含んでおりません。

③重要な設備の新設等

　当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設等の計画は、次のとおりであります。

会社名
事業所名
（所在地）

セグメント
の名称

設備
の
内容

建物面積
（㎡）

投資予定金額
資金調達
方法

着手及び完了予定年月
総額
(千円)

既支払額
(千円)

着手 完了

㈱ワッツ

オースリー

販売

シルク西橋本

三和店（相模

原市緑区）他

20　店舗

100円

ショップの

運営及びそ

の付随業務

店舗

新設
5,092.184,71519,857

自己資金

　

銀行借入

　

平成22年

12月～

平成23年

３月

平成23年

１月～４

月

　（注）投資予定額には差入保証金・敷金を含んでおり、消費税等は含んでおりません。

④重要な設備の除却等

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の除却等はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年２月28日）

提出日現在
発行数（株）

（平成23年４月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 6,979,400 6,979,400

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数100株

計 6,979,400 6,979,400 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

会社法に基づき発行した新株予約権は、次のとおりであります。

平成20年11月27日定時株主総会決議

 
第２四半期会計期間末現在
（平成23年２月28日）

新株予約権の数（個）
623

（注）７，８

新株予約権のうち自己新株予約権の数（個） －

新株予約権の目的となる株式の種類 当社普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株）
 124,600

（注）１，７，８

新株予約権の行使時の払込金額（円）
290

（注）２，８　

新株予約権の行使期間
自平成22年12月16日

至平成26年12月15日　

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発行

価格及び資本組入額（円）

発行価格　  　290

資本組入額　　145

　　（注）５，８

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による新株予約権の取得については、当社取締役会

の承認を要する。 

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に関する事項 （注）４，６

（注）１．新株予約権発行後、当社が株式分割（普通株式の無償割当てを含む。以下同じ。）または株式併合を行う場合

は、次の算式により調整されるものとする。但し、かかる調整は当該時点で行使されていない新株予約権の付与株

式数について行われ、調整の結果生じる１株未満の端数については、これを切り捨てるものとする。

　　調整後付与株式数 ＝ 調整前付与株式数 × 分割または併合の比率

また、上記のほか、付与株式数の調整を必要とするときは、合理的な範囲で付与株式数を調整するものとする。
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２．新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、新株予約権の行使により交付を受けることができる株式

１株当たりの払込金額（以下「行使価額」という。）に付与株式数を乗じた金額とする。なお、割当日以降、以下

の事由が生じた場合は、行使価額をそれぞれ調整する。

① 当社が株式分割または株式併合を行う場合は、次の算式により行使価額を調整し、調整の結果生じる１円未満

の端数は切り上げるものとする。

 

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１

分割・併合の比率

 

② 当社が時価を下回る価額で新株を発行する場合、または自己株式を処分する場合は、次の算式により行使価額

を調整し、調整の結果生じる１円未満の端数は切り上げるものとする。

 

    
既発行株式数 ＋

新規発行株式数 × １株当たり払込金額

調整後行使価額 ＝ 調整前行使価額 ×
１株当たり時価

既発行株式数 ＋ 新規発行株式数

　上記の算式において、「既発行株式数」とは、当社の発行済株式総数から当社が保有する自己株式の数を控除し

た数とし、また、自己株式の処分を行う場合には「新規発行株式数」を「処分する自己株式数」と読み替えるも

のとする。

③ 当社が合併または会社分割を行う等、行使価額の調整を必要とするやむを得ない事由が生じたときは、合併ま

たは会社分割の条件等を勘案のうえ、合理的な範囲で行使価額を調整するものとする。

３．新株予約権の行使の条件

① 新株予約権の割当てを受けた者（以下「新株予約権者」という。）は、権利行使時において当社の取締役、監

査役もしくは従業員または当社関係会社の取締役、監査役もしくは従業員のいずれかの地位を有していること

を要する。但し、任期満了による退任、定年または会社都合による退職、その他取締役会が正当な理由があると

認めた場合はこの限りではない。

② 新株予約権の相続はこれを認めない。

③ 各新株予約権の一部行使はできないものとする。

④ その他の条件については、取締役会決議に基づき、当社と新株予約権者との間で締結した新株予約権割当契約

に定めるところによる。

４． 新株予約権の取得の事由及び条件

　当社が消滅会社となる合併契約書承認の議案が当社株主総会で承認された場合、または、当社が完全子会社とな

る株式交換契約書承認の議案もしくは株式移転計画書承認の議案につき当社株主総会で承認された場合は、取締

役会が別途定める日に、当社は、新株予約権を無償で取得することができる。

５．新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

① 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金の額は、会社計算規則第17条第１項に

従い算出される資本金等増加限度額の２分の１の金額とし、計算の結果生じる１円未満の端数は、これを切り

上げる。

② 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本準備金の額は、上記①記載の資本金等増

加限度額から①に定める増加する資本金の額を減じた額とする。

６． 組織再編成行為時における新株予約権の取扱い

　当社が、合併（当社が合併により消滅する場合に限る。）、吸収分割もしくは新設分割（それぞれ当社が分割会

社となる場合に限る。）、または株式交換もしくは株式移転（それぞれ当社が完全子会社となる場合に限る。）

（以下、「組織再編成行為」という。)をする場合において、組織再編成行為の効力発生日（吸収合併につき吸収

合併がその効力を生ずる日、新設合併につき新設合併設立株式会社の成立の日、吸収分割につき吸収分割がその

効力を生ずる日、新設分割につき新設分割設立株式会社の成立の日、株式交換につき株式交換がその効力を生ず

る日、及び株式移転につき株式移転設立完全親会社の成立の日をいう。以下同じ。）の直前において残存する新株

予約権（以下「残存新株予約権」という。）を保有する新株予約権者に対し、それぞれの場合につき、会社法第

236条第１項第８号のイからホまでに掲げる株式会社（以下「再編成対象会社」という。）の新株予約権をそれ

ぞれ交付することとする。この場合においては、残存新株予約権は消滅し、再編成対象会社は新株予約権を新たに

発行するものとする。但し、以下の各号に沿って再編成対象会社の新株予約権を交付する旨を、吸収合併契約、新

設合併契約、吸収分割契約、新設分割計画、株式交換契約または株式移転計画において定めることを条件とする。
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① 交付する再編成対象会社の新株予約権の数

新株予約権者が保有する残存新株予約権の数と同一の数をそれぞれ交付する。

② 新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の種類

再編成対象会社の普通株式とする。

③ 新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の数

組織再編成行為の条件等を勘案の上、（注）１に準じて決定する。

④ 新株予約権の行使に際して出資される財産の価額

　交付される各新株予約権の行使に際して出資される財産の価額は、（注）２③に従って定める調整後行使価

額に、上記③に従って決定される当該各新株予約権の目的である再編成対象会社の株式の数を乗じて得られる

金額とする。

⑤ 新株予約権を行使することができる期間

　上表に定める権利行使期間の初日と組織再編成行為の効力発生日のうちいずれか遅い日から、上表に定める

権利行使期間の末日までとする。

⑥ 新株予約権の行使により株式を発行する場合における増加する資本金及び資本準備金に関する事項

（注）５に準じて決定する。

⑦ 譲渡による新株予約権の取得の制限

譲渡による新株予約権の取得については、再編成対象会社の取締役会の承認を要する。

⑧ 新株予約権の取得の事由及び条件

（注）４に準じて決定する。

７．新株予約権の数及び新株予約権の目的となる株式の数は、退職等の理由による権利喪失分を減じております。

８．平成21年12月10日開催の取締役会決議により、平成22年１月１日付で１株を200株に分割する株式分割を実施

したことに伴い「新株予約権の目的となる株式の数」、「新株予約権の行使時の払込金額」及び「新株予約権の

行使により株式を発行する場合の株式の発行価格及び資本組入額」は、調整後の数及び金額を記載しておりま

す。　 

 

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。　

　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年２月28日 － 6,979,400 － 440,297 － 876,066
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（６）【大株主の状況】

　 平成23年２月28日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式総数に対
する所有株式数の割

合(％)

㈱ワッツ
大阪市中央区城見１丁目４番70号

住友生命ＯＢＰプラザビル
777,151 11.13

㈲トリオ
奈良県生駒郡斑鳩町龍田西４丁目２番

９号
627,800 9.00

平　岡　史　生 兵庫県西宮市 451,100 6.46

平　岡　滿　子 奈良県生駒郡斑鳩町 385,600 5.52

衣　笠　敦　夫 埼玉県川口市 369,000 5.29

大阪中小企業投資育成㈱ 大阪市北区中之島３丁目３番23号 324,000 4.64

㈲　アカリ 埼玉県川口市戸塚鋏町５－１ 281,000 4.03

㈱　音通 大阪府吹田市垂水町３丁目34番15号 275,800 3.95

ワッツ従業員持株会 大阪市中央区城見１丁目４-70 223,400 3.20

日本トラスティ・サービス信託

銀行㈱（信託口）
東京都中央区晴海１丁目８-11 211,200 3.03

計 － 3,926,051 56.25

（注）上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数は、すべて信託業務に係る株式であります。

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年２月28日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　777,100　　　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　　6,201,700　 62,017 －

単元未満株式 普通株式　　　　　600 － －

発行済株式総数 6,979,400 － －

総株主の議決権 － 62,017 －

（注）「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式が51株含まれております。

　

②【自己株式等】

 平成23年２月28日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

　株式会社　ワッツ

大阪市中央区城見一丁目4

番70号住友生命OBPプラザ

ビル　

777,100 － 777,100 11.13

計 － 777,100 － 777,100 11.13
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
９月

10月 11月 12月
平成23年
１月

２月

最高（円） 524 528 526 539　 568 627

最低（円） 489 460 470 500　 532 556

　（注）　最高・最低株価は、平成22年10月12日より大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであり、

それ以前は大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱにおけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成22年２月28日まで）及び前第２四半期連結累計期間

（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２四半期連結

会計期間（平成22年12月１日から平成23年２月28日まで）及び当第２四半期連結累計期間（平成22年９月１日から

平成23年２月28日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平

成22年２月28日まで）及び前第２四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間（平成22年12月１日から平成23年２月28日まで）及び当第２四半

期連結累計期間（平成22年９月１日から平成23年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表について、仰星監査法人

による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,565,037 2,037,909

受取手形及び売掛金 1,754,961 1,694,143

商品及び製品 4,266,467 4,032,362

原材料及び貯蔵品 7,190 9,222

繰延税金資産 242,213 347,539

その他 390,652 330,867

貸倒引当金 △20,049 △25,094

流動資産合計 9,206,473 8,426,950

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 719,619 682,676

減価償却累計額及び減損損失累計額 △474,399 △478,417

建物及び構築物（純額） 245,220 204,258

車両運搬具 13,151 6,427

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,661 △3,812

車両運搬具（純額） 2,490 2,615

工具、器具及び備品 1,996,143 1,865,610

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,516,896 △1,408,557

工具、器具及び備品（純額） 479,246 457,052

土地 80,600 80,600

有形固定資産合計 807,557 744,527

無形固定資産

のれん 156,105 234,157

その他 29,973 29,033

無形固定資産合計 186,078 263,190

投資その他の資産

投資有価証券 74,934 65,128

繰延税金資産 40,032 22,047

差入保証金 2,447,353 2,366,007

その他 106,117 104,809

貸倒引当金 △32,443 △29,851

投資その他の資産合計 2,635,993 2,528,141

固定資産合計 3,629,630 3,535,859

資産合計 12,836,103 11,962,809
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年２月28日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,094,704 3,870,641

短期借入金 140,000 140,000

1年内償還予定の社債 40,000 180,000

1年内返済予定の長期借入金 1,416,359 1,160,189

未払法人税等 406,769 759,187

未払消費税等 23,524 25,834

賞与引当金 138,123 108,950

その他 526,455 581,686

流動負債合計 6,785,937 6,826,489

固定負債

長期借入金 1,379,893 873,739

退職給付引当金 80,964 74,546

役員退職慰労引当金 83,382 68,553

資産除去債務 78,580 －

その他 196,981 202,556

固定負債合計 1,819,802 1,219,394

負債合計 8,605,739 8,045,884

純資産の部

株主資本

資本金 440,297 440,297

資本剰余金 876,066 876,066

利益剰余金 3,223,570 2,879,995

自己株式 △318,138 △291,374

株主資本合計 4,221,796 3,904,985

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 418 △4,907

為替換算調整勘定 596 1,932

評価・換算差額等合計 1,015 △2,975

新株予約権 7,552 14,914

純資産合計 4,230,363 3,916,924

負債純資産合計 12,836,103 11,962,809
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

売上高 17,073,420 18,408,324

売上原価 10,714,005 11,441,188

売上総利益 6,359,415 6,967,136

販売費及び一般管理費 ※
 5,651,614

※
 6,191,738

営業利益 707,800 775,397

営業外収益

受取賃貸料 14,546 10,131

消費税等免税益 110,020 －

還付消費税等 － 201,013

その他 24,190 5,092

営業外収益合計 148,756 216,237

営業外費用

支払利息 18,351 14,730

退店違約金 14,645 4,133

持分法による投資損失 － 13,215

その他 11,680 8,565

営業外費用合計 44,677 40,645

経常利益 811,879 950,989

特別利益

投資有価証券売却益 － 8,243

貸倒引当金戻入額 1,535 6,747

その他 273 7,586

特別利益合計 1,809 22,577

特別損失

固定資産除却損 2,108 871

固定資産売却損 1,209 －

減損損失 27,075 6,933

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 46,994

その他 － 312

特別損失合計 30,393 55,111

税金等調整前四半期純利益 783,296 918,455

法人税、住民税及び事業税 512,926 362,257

法人税等調整額 △127,347 84,260

法人税等合計 385,578 446,517

少数株主損益調整前四半期純利益 － 471,937

四半期純利益 397,717 471,937

EDINET提出書類

株式会社ワッツ(E03391)

四半期報告書

16/29



【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自　平成21年12月１日
　至　平成22年２月28日)

当第２四半期連結会計期間
(自　平成22年12月１日
　至　平成23年２月28日)

売上高 8,683,930 9,594,261

売上原価 5,425,731 5,919,528

売上総利益 3,258,199 3,674,733

販売費及び一般管理費 ※
 2,842,575

※
 3,147,079

営業利益 415,623 527,653

営業外収益

受取賃貸料 7,280 5,313

消費税等免税益 62,601 －

その他 11,039 1,627

営業外収益合計 80,921 6,940

営業外費用

支払利息 8,848 7,791

退店違約金 7,745 2,363

持分法による投資損失 － 12,561

その他 7,559 2,359

営業外費用合計 24,152 25,075

経常利益 472,392 509,518

特別利益

投資有価証券売却益 － 8,243

貸倒引当金戻入額 1,536 3,143

その他 － 6,792

特別利益合計 1,536 18,178

特別損失

固定資産除却損 1,663 166

固定資産売却損 1,209 －

減損損失 22,098 5,383

その他 － 312

特別損失合計 24,971 5,862

税金等調整前四半期純利益 448,957 521,835

法人税、住民税及び事業税 290,342 211,012

法人税等調整額 △68,774 40,511

法人税等合計 221,568 251,524

少数株主損益調整前四半期純利益 － 270,310

四半期純利益 227,389 270,310
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成21年９月１日
　至　平成22年２月28日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成22年９月１日
　至　平成23年２月28日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 783,296 918,455

減価償却費 98,632 107,760

減損損失 27,075 6,933

負ののれん償却額 △3,021 －

のれん償却額 78,052 104,019

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,535 △7,003

賞与引当金の増減額（△は減少） △12,237 8,824

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15,482 6,417

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 3,846 329

受取利息及び受取配当金 △2,805 △1,983

支払利息 18,351 14,730

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 46,994

投資有価証券売却損益（△は益） － △8,243

固定資産除却損 2,108 871

売上債権の増減額（△は増加） △79,795 218,283

たな卸資産の増減額（△は増加） △354,746 △58,396

仕入債務の増減額（△は減少） 1,066,821 202,277

未払消費税等の増減額（△は減少） △55,135 △81,723

その他 44,798 △68,300

小計 1,629,188 1,410,248

利息及び配当金の受取額 2,712 1,695

利息の支払額 △19,197 △15,099

法人税等の支払額 △85,926 △754,360

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,526,776 642,483

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △145,375 △126,480

有形固定資産の売却による収入 745 13,759

敷金及び保証金の差入による支出 △143,302 △106,331

敷金及び保証金の回収による収入 62,338 174,341

投資有価証券の取得による支出 △4,500 －

投資有価証券の売却による収入 － 11,243

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △381,276

その他 △3,182 △1,905

投資活動によるキャッシュ・フロー △233,275 △416,648

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － △150,000

長期借入れによる収入 850,000 1,500,000

長期借入金の返済による支出 △566,168 △743,178

社債の償還による支出 △40,000 △140,000

自己株式の売却による収入 － 45,414

自己株式の取得による支出 － △86,046

配当金の支払額 △61,994 △123,986

財務活動によるキャッシュ・フロー 181,838 302,203

現金及び現金同等物に係る換算差額 △1,906 △910

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,473,431 527,127

現金及び現金同等物の期首残高 1,336,369 2,037,909

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,809,801

※
 2,565,037
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

１．連結の範囲に関する事項の変更 （1）連結の範囲の変更

　当第２四半期連結会計期間より、株式取得に伴い株式会社あまのを連結

の範囲に含めております。

（2）変更後の連結子会社の数

　５社

２．会計処理基準に関する事項の変更 　資産除去債務に関する会計基準の適用

　　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会

計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31

日）を適用しております。

　　これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益は

2,525千円、税金等調整前四半期純利益は49,519千円それぞれ減少して

おります。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額

は65,914千円であります。

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。
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【簡便な会計処理】

　簡便な会計処理については、重要性が乏しいため記載を省略しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期連結損益計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 1,878,282千円　

賞与引当金繰入額 99,000千円

退職給付引当金繰入額 17,226千円

役員退職慰労引当金繰入額 5,108千円

賃借料 1,941,185千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 2,059,137千円　

貸倒引当金繰入額 1,852千円　

賞与引当金繰入額 117,775千円

退職給付引当金繰入額 7,591千円

役員退職慰労引当金繰入額 9,403千円

賃借料 2,090,898千円

前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 943,765千円　

賞与引当金繰入額 82,977千円

退職給付引当金繰入額 3,407千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,461千円

賃借料 984,468千円

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

給与手当 1,048,253千円　

貸倒引当金繰入額　 1,852千円　

賞与引当金繰入額 100,694千円

退職給付引当金繰入額 3,997千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,972千円

賃借料 1,077,237千円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成22年２月28日現在）

現金及び預金勘定 2,809,801千円　

現金及び現金同等物 2,809,801千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

　（平成23年２月28日現在）

現金及び預金勘定 2,565,037千円　

現金及び現金同等物 2,565,037千円
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（株主資本等関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）及び当第２四半期連結累計期間（自　平成22年９月１日　至　

平成23年２月28日）

１．発行済株式の種類及び総数

 

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末 　

　普通株式（株） 6,979,400 　

 

２．自己株式の種類及び株式数

 

株式の種類 当第２四半期連結会計期間末 　

　普通株式（株） 777,151 　

 

３．新株予約権等に関する事項

　ストック・オプションとしての新株予約権

　　新株予約権の四半期連結会計期間末残高　　　　親会社　7,552千円

 

４．配当に関する事項

　（1）配当金支払額

 

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年11月25日

定時株主総会
普通株式 123,986 20平成22年8月31日平成22年11月26日利益剰余金

　（2）基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期　　

　間末後となるもの　　　　

該当事項はありません。

　

５．株主資本の金額の著しい変動

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年12月1日　至　平成22年２月28日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日）

　日用品販売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の金額の合計に

占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間（自　平成21年12月1日　至　平成22年２月28日）及び前第２四半期連結累計期間

（自　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日）

　　　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

　前第２四半期連結会計期間（自　平成21年12月1日　至　平成22年２月28日）及び前第２四半期連結累計期間（自

　平成21年９月１日　至　平成22年２月28日）

　　海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

 

【セグメント情報】

　当第２四半期連結累計期間（自　平成22年９月１日 至　平成23年２月28日）及び当第２四半期連結会計期間

（自　平成21年12月1日　至　平成22年２月28日）

　100円ショップの運営及びその付随業務の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用しております。　

　

　

（金融商品関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）

　金融商品の第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動がないため、記載を省略しております。 

　

（有価証券関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）

　有価証券の第２四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

がないため、記載を省略しております。

 

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）

　該当事項はありません。
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（企業結合等関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）

取得による企業結合

１．被取得企業の名称及びその事業の内容、企業結合を行った主な理由、企業結合日、企業結合の法的形式、結合後

企業の名称、取得した議決権比率及び取得企業を決定するに至った主な根拠

（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

　　　被取得企業の名称　　株式会社あまの

　　　事業の内容　　　　　インテリア雑貨、生活雑貨、シーズンアイテムの輸入卸

（2）企業結合を行った主な理由

株式会社あまのは、デザインや色合いに工夫を凝らした雑貨の輸入卸を手がけ、堅実な経営を続けてきまし

た。海外市場での日用雑貨販売や国内でのおしゃれ雑貨販売において、同社の営業ルートを活用することを目

的とし株式を取得いたしました。

（3）企業結合日

　　　平成22年12月２日

（4）企業結合の法的形式

　　　株式取得

（5）結合後企業の名称

　　　株式会社あまの

（6）取得した議決権比率

　100％

（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　当社が現金を対価として株式会社あまのの株式を100％取得したためであります。　
　

２．四半期連結会計期間及び四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期

間

　　　平成22年12月１日から平成23年２月28日まで

　

３．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 587,200千円

取得に直接要した費用 13,335千円

取得原価 600,535千円
　
　

４．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

（1）発生したのれんの金額

　　　　25,966千円

（2）発生原因

　　　　株式会社あまの今後の事業展開によって期待される将来の超過収益力から発生したものであります。

（3）償却方法及び償却期間

　　　発生額を一時に償却しております。

　

５．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四半期連結

損益計算書に及ぼす影響の概算額

　　　当該影響は軽微であるため、記載を省略しております。　　
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（資産除去債務関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）　

　資産除去債務の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動

はありません。

　

（賃貸等不動産関係）

当第２四半期連結会計期間末（平成23年２月28日）

　該当事項はありません。　

　

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年２月28日）

前連結会計年度末
（平成22年８月31日）

１株当たり純資産額 680.85円 １株当たり純資産額 629.43円

　

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 64.15円

潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益金額
62.89

円

　

１株当たり四半期純利益金額 75.93円

潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益金額
74.72

円

　

　（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。　

 
前第２四半期連結累計期間
（自　平成21年９月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成22年９月１日
至　平成23年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 397,717 471,937

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 397,717 471,937

期中平均株式数（株） 6,199,400 6,215,626

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後）） － －

（うち事務手数料（税額相当額控除後）） － －

普通株式増加数（株） 124,701.98 100,344.08

（うち新株予約権） 124,701.98 100,344.08

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －
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前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 36.68円

潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益金額
35.93

円

　

１株当たり四半期純利益金額 43.37円

潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益金額
42.80

円

　

　（注）１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおり

であります。

 
前第２四半期連結会計期間
（自　平成21年12月１日
至　平成22年２月28日）

当第２四半期連結会計期間
（自　平成22年12月１日
至　平成23年２月28日）

１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益（千円） 227,389 270,310

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 227,389 270,310

期中平均株式数（株） 6,199,400 6,232,156

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 　 　

四半期純利益調整額（千円） － －

（うち支払利息（税額相当額控除後）） － －

（うち事務手数料（税額相当額控除後）） － －

普通株式増加数（株） 130,046.07 83,254.67

（うち新株予約権） 130,046.07 83,254.67

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－ －

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

当第２四半期連結会計期間（自　平成22年12月１日　至　平成23年２月28日）

　　該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年４月14日

株式会社ワッツ

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　井　伸太郎　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 髙　田　　篤　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ワッツの平

成21年９月１日から平成22年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成21年12月１日から平成22年２

月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成21年９月１日から平成22年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワッツ及び連結子会社の平成22年２月28日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年４月14日

株式会社ワッツ

取締役会　御中

仰星監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 岩　井　伸太郎　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 髙　田　　篤　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ワッツの平

成22年９月１日から平成23年８月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成22年12月１日から平成23年２

月28日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年９月１日から平成23年２月28日まで）に係る四半期連結財務諸表、

すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ワッツ及び連結子会社の平成23年２月28日現在の財政状態、

同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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